
南海トラフ
巨大地震に備えて

地方整備局は、国、消防、警察、自衛隊、海上保安庁、地方公共団体、医療機関などの関係機関が相互に
協力して迅速な応急対策、円滑な復旧活動を行うために、複数の道路管理者・河川管理者等の間における調
整により、以下の対策等に取り組みます。

「南海トラフ巨大地震を知る」

南海トラフ巨大地震と東日本大震災との比較

マグニチュード9.0とされる南海トラフ巨大地震では、被害が最大となるケースでの死者・行方不明者が、
30都府県で約323,000人、全壊は約2,386,000棟と想定されています。

南海トラフ巨大地震
地表震度分布図

東日本大震災を超える。
想定される最悪のケース

出典：平成 24 年 8 月 29 日中央防災会議「南海トラフ巨大地震の被害想定について（第一次報告）」から部分抽出

※ 1：堤防・水門が地震動に対して正常に機能する場合の想定浸水区域　
※ 2：地震動（陸側）、津波ケース（ケース①「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域を設定）、時間帯（冬・深夜）、風速（8m/s）の場合の被害
※ 3：平成 24 年 6 月 26 日緊急災害対策本部発表　
※ 4：地震動（陸側）、津波ケース（ケース⑤「四国沖～九州沖」に大すべり域を設定）、時間帯（冬・夕方）、風速（8m/s）の場合の被害　

 
陸側ケース 地表震度_全域 

 

 
陸側ケース 地表震度_関東-中部 

 

中央防災会議「南海トラフ巨大地震の被害想定について（第一次報告）」より

～南海トラフ巨大地震と東日本大震災との比較～
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浸水面積 浸水域内人口 死者・行方不明者数 建物被害（全壊棟数）

 南海トラフ巨大地震  東北地方太平洋沖地震
マグニチュード 9.0（9.1）※1  9.0

浸水面積  1,015㎢ ※2  561㎢
浸水域内人口  約163 万人 ※2  約62 万人
死者・行方不明者 約323,000 人 ※3 約18,800 人 ※5

建物被害（全壊棟数） 約2,386,000 棟 ※4  約130,400 棟 ※5

※1：（ ）内は津波のMw
※2：堤防・水門が地震動に対して正常に機能する場合の想定浸水区域
※3：地震動（陸側）、津波ケース（ケース①「駿河湾～紀伊半島沖」に大すべり域を設定）、時間帯
（冬・深夜）、風速（8m/s）の場合の被害

※4：地震動（陸側）、津波ケース（ケース⑤「四国沖～九州沖」に大すべりを域を設定）、時間帯（冬・
夕方）、風速（8m/s）の場合の被害

※5：2012年6月26日緊急災害対策本部発表
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出典：平成 24 年 8 月 29 日内閣府「南海トラ
フの巨大地震による津波高・浸水域等（第二
次報告）及び被害想定（第一次報告）について」
から部分抽出

想定する地震動は５ケースのうち、揺れによる
被害が最大となると想定される「陸側ケース」
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